
形 成 外 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 佐野　　弾 日本形成外科学会専門医 形成一般

医 師 尹　　　庸 日本形成外科学会専門医
日本医師会認定産業医 形成一般 足、レーザー

非 常 勤
医 師 荒田　　順

日本形成外科学会評議員・形成外科専門医
日本手外科学会代議員・手外科専門医
日本創傷外科学会専門医
小児形成外科分野指導医
再�建・マイクロサージャリー分野指導医
レーザー分野指導医
乳�房再建用エキスパンダー・インプラント責任医師
日本体育協会公認スポーツドクター
滋賀医科大学病院教授
京都大学医学部臨床教授
京都大学博士（医学）

手外科、眼瞼形成、
レーザー、再建外
科

専 攻 医 田中　鈴加 形成一般

｜2024年度の主な取組｜

昨年に引き続き美容レーザー、眼瞼下垂などに力を入れています。
重症軟部組織感染症、糖尿病性足潰瘍や褥瘡の受け入れも積極的に行います。

専門医資格等
日本形成外科学会専門医
形成外科領域指導医      
日本創傷外科学会専門医
皮膚腫瘍外科指導医
日本内科学会認定内科医
日本医師会認定産業医

専門分野
形成外科一般

得意疾患
外傷
熱傷
眼瞼下垂
乳房再建

診療科長
海透　修子
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｜診療実績｜

入院患者数
2023年度 2024年度

1 日平均患者数（名） 7.8 8.7

新入院患者数（名） 273 309

平均在院日数（日） 8.7 10.1

外来患者数
2023年度 2024年度

1 日平均総患者数（名） 16.5 16.7

主な術式別手術件数（2024年度）

外傷 142件 眼瞼下垂 55件

先天異常 14件 難治性潰瘍 107件

腫瘍 460件 炎症、変性疾患 97件

瘢痕、ケロイド 46件 レーザー 228件

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.07.11	 第16回日本創傷外科学会総会
「当科でのEhlers-Danlos症候群の下腿難治性潰瘍 2例の治療経験」
海透 修子、荒田 順、山下 輝世、佐野 弾、尹 庸

2025.03.08	 第73回京都形成外科医会
「ネキソブリッドでのデブリードマンが困難であった広範囲熱傷の 1例」
田中 鈴加

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Rhinoplasty for post-traumatic deviation of the nose with non-incisional external perforated osteotomy
Journal of Plastic, Reconstructive & Aesthetic Surgery, 95, 124-6, 2024.08
Kaito S

[原著論文]
Evaluation of Ischemic Time and Complications in Free Jejunum Transfer
Microsurgery, 44, 6, 2024.09
Kaito S
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